
第４回運転責任者運営委員会 議事要旨 

 

１ 日 時    平成２０年９月９日（火）  １０時００分～１２時００分 

 

２ 場 所    日本原子力技術協会  特別会議室 

 

３ 議 題 

（１）会議定足数の確認、議事次第と配布資料の確認 

（２）代理出席者の承認 

（３）前回議事録の確認 

（４）運転責任者判定制度移行の進捗状況について 

（５）運転責任者に係る合否判定等業務に関する規定の改定について 

（６）委員会規約の一部変更について 

（７）判定業務準備状況の確認について 

（８）筆記試験の採用について 

（９）第１回運転責任者試験問題委員会の審議概要について 

（１０）運営委員会規約、議事概要等の公表について 

 
４ 出席者：（敬称略、順不同） 

（委員）北村委員長、島津委員、鈴木委員、藤原委員、月川委員、伊東委員、 

    明石 (高橋委員代理) 

（原技協）鈴木専務理事、成瀬理事  

（事務局）青ＧＬ、浦野、阿部、米津 

 
５ 議 事 

（１）会議定足数の確認、議事次第と配布資料の確認 

会議定足数(委員の３分の２以上)を満足しており、委員会が成立することが確認さ

れた。 

人事異動により、志田委員から鈴木委員、大須賀委員から藤原委員へ変更されたこ

とを事務局より紹介した。 

 

（２）代理出席者の承認 

   北村委員長により、高橋委員の代理として明石氏の出席が承認された。 

 

（３）前回議事録の確認 

前回議事録が、了承された。 

 

（４）運転責任者判定制度移行の進捗状況について 

事務局より、Ｈ２１年２月（最早）の判定業務開始に向け準備中であることを説明

した。 

 

 



（５）運転責任者に係る合否判定等業務に関する規程の改訂について 

   事務局より、規格改訂案を説明し、以下の意見があった。 

   [改訂案の主な内容] 

   ①定義項目の追加 

   ②試験問題委員会の定義の変更 

   [主な意見] 

①判定業務の評価結果をどのように改善につなげていくのか、各段階で実施するプ

ロセスをあらかじめに規定しておくこととのご意見があり、手順書等でプロセスを

明確にすることとした。 

 

（６）委員会規約の一部変更について 

事務局より委員会規約改訂案を説明し、承認された。 

   [改訂案の主な内容] 

   ①試験問題委員会の定義の変更 

   [主な意見] 

①試験問題委員会の定義の表現を分かりやすくすることとのご意見があり、事務局

にて表現を見直すこととした。 

 

（７）判定業務準備状況の確認について 

判定準備段階におけるJEAC4804の要求事項への現時点での適合状況を事務局より説

明し、以下の意見があった。 

   [主な意見] 

①諮問委員会における産業界の委員を運輸関係の方としているが理由について質問

があり、事故対応の観点等からご意見を伺うことは運転責任者判定制度に対して

も参考となるものであり委員に委嘱していることを説明した。 

 

（８）筆記試験の採用について 

口答試験の一部について筆記試験を採用することの検討内容を事務局より説明し、

以下の意見があった。 

   [主な意見] 

①具体的な問題をもとに本委員会で議論する必要があるとの意見があり、次回委員

会でサンプルを提示して議論することとした。 

②「運転員の統督に関すること」は口答試験で確認する予定で、筆記試験の項目を

含むこととしているが、具体的な内容について質問があり、統督に関する質問の

中で運転や法令に関する知識等も確認できるような問題を作成すること説明した。 

 

（９）第１回運転責任者試験問題委員会の審議概要について 

第１回運転責任者試験問題委員会の審議概要について事務局より説明し、以下の意

見があった。 

   [試験問題委員会の審議概要] 

①JEAC4804の口答（筆記）試験の規定に基づいた試験とするが、関係法令と保安規

定の出題比率、筆記試験問題の出題方法などについて、更なる検討が必要とのご

意見であった。 



②筆記試験問題の公表に関しては、特に否定的な意見はなかった。これを受け、筆

記試験問題を公表する方向で検討しているが、公表方法等については今後の課題

である旨を説明した 

[主な意見] 

①筆記試験問題については具体的な問題をもとに本委員会で議論する必要があると

の意見があり、次回委員会でサンプルを提示して議論することとした。 

    

（１０）その他 

次回委員会は、制度移行の進捗状況により平成２０年１２月又は２１年２月に開催

することとし、９月末頃に各委員の予定を確認することとした。 

 

以 上 


